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【課題の概要】 
単純ヘルペス感染症は、多数のアンメット・メディカルニー

ズがある医学上重要な感染症である。本ウイルスの細胞内へ
の侵入、遺伝子発現、細胞内輸送、免疫応答回避機構など複雑
な過程を経て発症に至る。本研究は、これらの統合的な全体
像を解析することで、ヘルペスウイルスの感染症の全貌を明
らかにし、新規治療への応用に結びつけようとするものであ
る。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
研究代表者らは、これまで各国の研究者によって個別に研

究が進められてきたヘルペスウイルス感染の各ステップを解
析する高い能力を有しているものと判断されることから、本
研究が目指す成果が期待できる。また、単にウイルス感染だ
けでなく、他のウイルスへの応用も視野に入れた細胞生物学
的にも非常に重要な知見を含んだ研究である。 

 




